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教授 斎 藤 秀 夫
論 文 内 容 の 要 旨
危 険 犯 お よ び偽 証 罪 の問 題 は 、 わ が 国 に お け る研 究 の不 毛 の 分 野 で あ る。
本 論 文 は、 こ の分 野 に鋭 い メス を 入れ 、刑 法 に お け る危 険 概 念 と、 そ の適 用 と して 、偽 証 罪 の
抽 象 的 危 険 性 につ き論 及 す る。 以 下 に・ そ の 内 容 を要 約 す る・
危 険 概 念 は、 不 確 定 且 つ あ い ま い な概 念 で あ る。 こ の概 念 を刑 法 の構 成 要 件 要 素 とす る こ とに
は争 いが ある。主 観 説 は 、危 険 概 念 を法 律 の な か で用 い るこ と に反 対 す る。 客 観 説 は 、危 険 概 念 を
客 観 的存 在 に よ って 恨拠 づ け、 法 律 の な か で用 い うる もの とす る。 この 対 立 は、 ブ ー リーの 条 件
説 、 クtl一一スの相 当 因 果 関 係説 の対 立 に還 元 され る。 現 在 、危 険 犯 は ま す ます 増 加 の傾 向 に あ る。
こ の危 険 犯 の 問題 を 処 理 す る に あ た り、今 日ほ と ん ど顧 りみ られ て い な い主 観 説 的 な考 え に立 ち
帰 る必 要 が あ る。 ま た 、危 険 犯 は 、現 在 、実 害 犯 と 並 び法 益 との関 連 で 論 じられ て い るが 、法 益
と 、結 び つ け て 論 ず る こ との意 義 を 再思 す る必 要 が あ る。 危 険 犯 は 具体 的危 険 犯 と抽 象 的 危 険 犯

























論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文は、わが国における研究の不毛の分野に鋭いメスをいれ、わが国および ドイツの学説の
系譜をたどり、さらに、英米法における判例を引照 しつつ、独自の見解を展開 した優れた研 究
であると思料する。とくに、放火罪を原則として具体的危険犯 と断じ、例外的に抽象的危険犯とし
ての擬制がおこなわれると論 じた点、さらに、偽証罪を具体的危険犯として位置付けて論述をす
すめた点は、危険犯および偽証罪の性格を一段 と深化した考察として高く評価されるべきであろう。
法学博士の学位を授与するに値いする論文 と認める。
法5
